
さや堂ナイトプログラム

林勇気　SjQ ライブパフォーマンス
2018年2月3日［土］｜17:00-19:00 
料金‖大人1,500円／大学生1,000円／高校生以下500円 
※「小沢剛 不完全̶パラレルな美術史」観覧チケット［有料］をお持ちの方は200円割引
ー
円柱が立ち並ぶネオ・ルネサンス様式の銀行建築を利用したホールで、
展覧会「遣り取りの行方」の起点となる、映像と音楽が共鳴する即興パフォーマンスを開催します。
ここでの内容がその後9日間の展示で進化・展開されていきます。
併設のマーケットブースで美味しいフードやドリンクを片手に、楽しい空間をお過ごしください。
［出店情報や詳細は千葉市美術館ホームページで公開します］
ー
タイムスケジュール

16:30ー　　　開場
17:00ー17:45［ライブパフォーマンス1］
　　　　　　映像と生演奏でゆるやかに生態系が創世され駆動しはじめます。
18:15ー18:35［ライブパフォーマンス2］
　　　　　　生まれてきた生態系と演奏者が遣り取りし、即興的な映像と音響のパフォーマンスが引き起こされます。
ー
ご予約方法 
ホームページより必要事項をご記入の上、お申込みください。確認メールの返信をもってご予約完了となります。
※迷惑メールなどの受信を制限する設定をされている方は、ご応募の前に＠ccma-net.jpドメインのメールを受信できるようご設定ください。
※事前予約をいただいた方にはオリジナル缶バッジをプレゼントいたします。
ー
主催‖千葉市美術館　協力‖Sonilab｜宝塚大学｜Nao Yonamine｜NO ARCHITECTS｜night cruising

ー
ー
ー
同時開催

企画展「小沢剛 不完全―パラレルな美術史」
会場‖千葉市美術館8、7階  観覧料‖一般1,200円／大学生700円  休館日‖2月5日

お問合わせ
千葉市美術館 |  〒260-8733 千葉市中央区中央3-10-8  
Tel.043-221-2311(代) |  http://www.ccma-net.jp  

交通案内
| ＪＲ千葉駅東口より | ▶徒歩約15分 | ▶ バスのりば7番より大学病院行また
は南矢作行にて「中央３丁目」または「大和橋」下車徒歩約3分 | ▶バス
のりば16番C-busにて「中央区役所・千葉市美術館前」下車 | ▶千葉都
市モノレール県庁前方面行「葭川公園駅」下車徒歩約５分 |京成千葉中
央駅東口より | ▶徒歩約10分 | 東京方面から車では | ▶京葉道路・東関東自
動車道で宮野木ジャンクションから木更津方面へ、貝塚IC下車、国道51
号を千葉市街方面へ約3km、広小路交差点近く※千葉市中央区役所と
同じ建物です。 ※地下に、区役所と共有の機械式駐車場がありますが、混雑時には
ご不便をおかけすることもありますので、公共交通機関でのご来館をお願いします。
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ーネ
ッ
ト
ワ
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ク
上
に
アップ
さ
れ
た
画
像
や
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は
誰
か
と
共
有
さ
れ
た
り
、端
末
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す

る
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し
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れ
て
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く
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。
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取
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地
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。
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す
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し
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ホ
ー
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参
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し
て
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だ
さ
い
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イ
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ク
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れ
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／
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。
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映
像
作
家
。1997

年
よ
り
映
像
作
品
の

制
作
を
始
め
る
。自
身
で
撮
影
し
た
膨
大

な
量
の
写
真
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
取
り
込

み
、切
り
抜
き
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で

映
像
を
作
る
。そ
の
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
と

映
像
イ
メ
ー
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は
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ジ
タ
ル
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デ
ィ
ア
や
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ン
タ
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介
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れ
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ミ
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あ
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方
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る
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／
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／
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都
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セ
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へ
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岡
市
美
術
館)

、「
未

来
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狼
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ど
。

http://kanyukuyuki.tum
blr.com
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